
●嫌な予感

「ちょっと、いい？」
またか…どうせろくでもない話に違
いないだろうが、こいつは何をやらか
すか分からない危険人物だ。話しだけ
は聞いておくか…Ａは同期の課長Ｂに
呼ばれるまま、応接室に入った。
「俺のところのＣ、知ってるだろ」
「ああ…Ｃがどうした？」
「Ｄ大卒だか何だか知らないが、いち
いち鼻につく…」
「また始まった…」
「昨日たまたま帰りに居合わせて…」
「余計なちょっかいを出したんだろ」
「そろそろ入社から半年経つけど、仕
事はどうだ、ってきいたら、ええ、ま
あ、とか気のない返事をするから…」
「一喝したのか？」
「いや、我慢した…」
「へぇ、成長したね」
「バカにするな。でも黙ってるのもし
ゃくだから、Ｃに言ってやった」
「何て？」
「やる気が沸かないのか？これからど
うするつもりだ？って聞いた」
「そしたら？」
「Ｃのヤツ、なんて答えたと思う？」
「…」
「辞めるかもしれません、って」
「お、おい…」
「冗談めかしてたけどね。でもさ、軽
率で聞き捨てならん」
「お前が言っても説得力がない」
「俺はわざと深刻な感じで、神妙に聞
いたんだ。何で辞めるんだ、って」
「理由を言ったのか？」
「言った。あろうことか、俺がいるか
らだ、と抜かしやがった」
「プッ…それは傑作だ。ご名答だな」
「頭にきたから、さっき人事に報告し
た。Ｃが退職したいらしい、って…」
「おいおい…」
「これから、ちょっと絞めてやろうと
思ってるんだけど、同席してよ」
こっちまで火の粉を浴びるのは御免
被る、とＡが言おうとしたその刹那、
ドアを叩く音がした。嫌な予感…
「ほら、Ｃが来たよ」
「お前…」
「Ｃ、入っていいぞ」
「失礼します」
「何で呼ばれたか、分かってるな」

「…」
「昨日、突然やめ
ると言われて、困
惑している」
「それは…」
「後任人事の問題
もあるから、すで
に人事にも話は済
んでいる」
「えっ…、ちょっ

と、待ってください」
「これからどうするんだ」
「どうするんだ、って言われましても
…仕事は続けるつもりですが…」
「話が全然違うな。じゃあ、何で辞め
るなんて言った？」
「それは…軽はずみな発言でした」
「ふざけるな！何でそんな適当なこと
を言うんだ」
「すみません…」
「しかも、貴様は、俺が原因で辞める
と言ったんだぞ！」
「おい、Ｂ…落ち着け…」
Ａにたしなめられ、咳払いを一つす
ると、Ｂは背筋を正して続けた。
「普段の業務でも、君の人を見下すよ
うな態度は目に余る」
「そんなことは…」
「上司である私に対しても、だ！」
「…」
「仕事をこれからも続けるなら、気持
ちを入れ替えてもらう必要がある」
「…」
「これはＣ自身の不始末だ。辞める意
思が無いなら、そのことを自分で人事
伝えること。判ったか？」
「…は、はい…」
「今後、周りを小ばかにするような態
度を見せたときは、覚悟しておけ」
「…」
「分かったら、出てよし」
Ｃが部屋を出ると、Ｂは満足そうに
背もたれに体を預け、足を汲んだ。
「あー、すっきりした」
「とんだ巻き添えを食った」
「こうしなかったら、逃げただろ」
「騙したな」
「まぁ、悪く思うなよ」
「今後、同じような態度を見せたとき
は、覚悟しておけ」
「ハハハ…分かった、分かった」
「分かったら、出てよし」
ＡとＢは、何事もなかったかのよう
に笑いながら応接室を出て行ったが、
収まらないのはＣの方だ。
「私は辞めるなど、一言も…」
「あぁ、Ｂ課長の話ね」
人事部長のＥは、あまり関心が無い
ような、気のない返事をした。
「それじゃあ、何で辞めるなんて言っ
たの…よりによってＢ課長に…」
「辞めるとは言っていません。辞める
かもしれない、と…」
「同じことでしょ」

「…」
「まぁ、冗談のつもりで軽口をたたい
たのかもしれないけれど、相手を考え
ないと…Ｂ課長だよ」
「はぁ…」
「格好の攻撃材料をあげちゃったんじ
ゃない？」
「…」
「これからは、気を付けた方がいいと
思うよ」
「ちょっと待ってください」
「何？」
「何か私に問題があるみたいじゃない
ですか？」
「そうでしょ？ウソ言ったんだから」
「ウソなんか言ってません。ウソを言
っているのはＢ課長です」
「だからさ、…君も強情だね」
「私は毎日Ｂ課長から嫌がらせを受け
ているんです」
「例えば、どんな？」
「…どんな、って…」
「まぁ、想像はつくよ。だったら、嫌
がらせを止めて欲しい、って言えばい
いのに…」
「言っても分かる人じゃありません」
「私にだよ」
「…」
「言っても分かる相手じゃない、でも
何とかギャフンと言わせたい…そう思
った君は、Ｂが原因で辞める、と言え
ば、Ｂが慌てる、そう思った」
「…」
「図星か…ところがＢ課長は、君が退
職の意思を示した、と私に報告した」
「それこそ嫌がらせです」
「まぁ、そうなんだろうな…」
「だったら…」
「君は今、Ｂ課長から何と言われた」
「白々しいウソです」
「だから、何と言われたの」
「…適当なことを言うな、とか…」
「それはウソか？」
「Ｂ課長は、冗談と分かって…」
「ウソを言ったのは君でしょ」
「…」
「この話は、終わりにした方がいいん
じゃないの」
Ｂ課長の普段の言動に問題があるこ
とをＥ人事部長だって知ってるくせ
に、何で自分の味方にならないのか…
Ｃの気持ちは収まらない。Ｃは腹いせ
紛れに人事部のドアを思いきり閉めて
出て行った。
「部長、あれでよかったんですか？」
「Ｃも大人げないよ」
「まだ若いですから」
「若いって言っても、君と大して変わ
らないだろう」
「ええ、同じ年です」
「君の方がはるかに優秀だよ」
「そんなことは…」
「恐縮するな、リップサービスだ」
「…」
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「これ以上、余計なことをしなければ
良いんだけれど…」
「Ｂ課長が黙ってないですね」
「この問題、Ｃに分が無いのは明らか
なんだが、それをＣは理解してない」
「確かに…」
「問題の核心は、そこじゃないんだけ
どね…Ｃに分かるかなぁ…」
そんなＥ人事部長の懸念など知る由
もないＣは、この矛先をＢ課長に加え
て、Ｅ部長にも向け始めた。
「人事部長の言われる通りですよ」
相談コーナーの相談員にまでそう言
われ、Ｃは落胆した。
「私は黙っている方がいい、と…」
「まずあなた自身として、何をどうし
たいのか、明確にすることです」
「何を、どうする、って…」
「その…Ｂ課長ですか、Ｂさんを懲ら
しめたい？…これじゃあ、法的救済の
対象にすらならないし、むしろあなた
が法的に裁かれるかもしれない」
「…」
「Ｂさんを許せない気持ちはわかるけ
ど、その前に、何で許せないという気
持ちになるのか、それはＢ課長のどん
な言動が原因なのか…」
「それは、毎日山のように…」
「それを具体的に、例えば？」
「…」
「問題の言動があるのであれば、それ
を具体的に指摘して、止めて欲しい、
と求めないと…」
「声が大きくて、威圧的…」
「あなたがそんな風に感じる気持ち
を、率直に伝えてみたらどう？」
「伝えたところで、分かる相手じゃあ
りません」
「伝えてみたことはありますか？」
「そんな無駄なことは…」
「まず言うべきでしょ」
「…」
「そこで聞く耳を持たないなら、その
ことを人事部長に話してみれば…」
「懲戒処分になりますか？」
「処分！？…そうか、やっぱり罰を与
えたい、っていうこと？」
「課長は痛い目に合わないと…」
「罰を与えたい、懲らしめたい、それ
が目的なんですか…？」
「…」
「声が大きくて、威圧的、だけじゃ
ね、具体的な事実を指摘しないと…」
なんだ、わざわざ相談なんかして、
損した、時間の無駄だった。Ｃは、落
胆より、自分の気持ちを理解してもら
えない腹立たしさが大きかった。声が
大きければ、相手を威圧するし、問題
なのに…問題じゃないの？などと悶々
とネットを見ていると、Ｃはあるとこ
ろで目が釘付けになった。
「それはパワハラです」
そうだ、パワハラだ！Ｂ課長もＥ部
長も、自分にパワハラをしている。こ

れは絶対に許されることではない…Ｃ
は大きな味方を得たような気分になっ
た。目の前が一気に明るくなった。
「今度はパワハラだってよ」
他人事のように言うＢに、Ａはやき
もきした。Ａだって他人事ではない。
Ｃを呼び出した応接室に、Ａも同席し
ていたからだ。一方の人事は、Ｅ人事
部長までパワハラ加害者と名指しされ
たことで、職場は動揺していたが、当
のＥ部長は何食わぬ顔でソファに深く
腰掛け、伸びをしている。
「結局、何か事実は出てきたの」
「声が大きい、威圧的、威張ってい
る、マウントをとる、それから…」
「それから？」
「…Ｅ部長は話を聞いてくれない」
「ハハ、それ、自分の思い通りの答え
をしてくれない、の間違いだろ」
「まぁ…そうですね…」
「仕方がない、ちょっとお灸をすえて
みるか」
「えっ、それじゃＣがまた…」
「いい加減黙らせないと…」
「まさか…処分を…」
「する訳ないだろ。注意だよ。具体的
な根拠なく、上司憎しでパワハラ申告
を濫用するな、ってね」
「それ、怒るでしょ、Ｃは…」
「Ｃ、どうすると思う？」
「労基署、訴訟…ユニオン…」
「こんな話、誰が相手にするかね…少
し冷静になってくれるといいんだが」
「あの…私が話してみます…」
「ん…そう。そうか、君はＣとは同期
だったね」
「同じ年です。入社は私が先です」
「なるほど…じゃ、やってみる？」
パワハラ申告の結果を待っていたＣ
の前に現れたのがＥ部長ではなかった
ので、Ｃは不満そうな顔をした。
「私じゃダメ？」
「部長じゃないの？」
「だって、あなたが加害者にした人が
来るわけにいかないでしょ」
「ふーん…で、結論は」
濫用するな、というＣに対する注意
は、Ｃを烈火のごとく怒らせた。
「ねぇ、ちょっと落ち着いて、今まで
のこと、振り返ってみてよ。全然うま
くいかなかったでしょ」
「…」
「それはやり方が間違ってるから。人
事には人事のやり方があるの。この後
どうすればいいか迷うなら、私に任せ
てくれない？」
その後、Ｃはこの問題について、一
切触れることは無くなった。
「Ｃに何を言ったんだ？」
「ちょっと魔法を掛けました。Ｃより
私の方がはるかに優秀ですから…」
Ｅ人事部長は嫌な予感がしたが、あ
えてそれ以上聞こうとはしなかった。
が、まもなくその予感は的中した。

当事者の真意を読み取り、問題に対する
認識のギャップを埋め、話をつなぐ
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